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出町ゆかり
693-1800

愛
着
、誇
り
を
感
じ
る
市
民
は
全
国
で
ラ
ン
キ
ン
グ
３
位

差
別
や
分
断
を
許
さ
な
い
市
の
政
策
は

　

市
に
住
ん
で
「
愛
着
」「
誇
り
」
を
感
じ
て
い
る
ラ
ン
キ
ン
グ

で
全
国
３
位
、
20
代
・
30
代
で
は
１
位
で
す
。
市
の
良
さ
を
生
か

し
人
権
、
個
人
の
尊
厳
が
大
切
に
さ
れ
る
高
槻
の
た
め
に
、
差
別

と
分
断
を
あ
お
る
行
為
を
許
さ
な
い
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
答

弁
を
求
め
ま
し
た
。

　

濱
田
市
長
は
全
て
の
人
が
人
権
を
自
分
の
問
題
と
し
て
と
ら

え
、
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
し
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き

生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
人
権
施
策
の
推
進
に
努

め
る
と
し
ま
し
た
。

３
月
議
会
が
始
ま
り
来
年
度
の
市
の
施
政
方
針
に
つ
い
て
、
出
町
ゆ
か
り
議
員
が
代
表
質
問
を
し
ま
し
た
。

い
く
つ
か
、
掲
載
し
ま
す
。

　

出
町
議
員
：
少
人
数
学
級
は
、
教
員
の
負
担
軽
減
、
子
ど
も
た

ち
の
学
習
理
解
の
向
上
、
主
体
的
な
学
び
合
い
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。
30
人
学
級
の
検
討
が
必
要
で
す
。

　

濱
田
市
長
：
本
市
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
35
人
学
級
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
後
に
つ
い
て
も
、
国
に
対
し
て
、
基
礎
定
数
の
見

直
し
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

代
表
質
問

一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
を

　
　
　
　
　
　ま
も
る
こ
と

　

出
町
議
員
：
実
質
賃
金
は
11
か
月
連
続
し
て
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、

12
年
前
と
比
べ
て
年
間
34
万
円
も
減
り
ま
し
た
。
年
金
受
給
額
は

４
年
連
続
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
が
発
動
さ
れ
、
物
価
上
昇
に
追

い
付
い
て
い
ま
せ
ん
。
市
で
は
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
や
水

道
の
基
本
料
金
６
か
月
免
除
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
市
営
バ
ス

の
運
賃
値
上
げ
も
２
年
間
、
先
送
り
し
ま
し
た
。
水
道
料
金
の
値

上
げ
を
見
直
す
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

濱
田
市
長
：
水
道
事
業
は
、
独
立
採
算
制
の
公
営
企
業
と
し
て
、

水
道
料
金
収
入
を
も
っ
て
事
業
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
の
料
金
改
定
は
管
路
の
耐
震
化
な
ど
強
靭
化
の
財
源
の
確

保
の
た
め
で
す
。
今
後
も
市
民
の
皆
様
の
理
解
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。市

営
バ
ス
の
考
え
方
に
つ
い
て

　

出
町
議
員
：
市
バ
ス
は
「
市
民
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
」
で
あ
り
、高
槻
市
の
魅
力
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

継
続
の
た
め
に
は
公
共
交
通
と
し
て
市
が
責
任
を
持
つ
こ
と
で

す
。
運
賃
値
上
げ
で
は
な
く
、
一
般
会
計
か
ら
の
税
金
投
入
が
必

要
で
す
。

　

濱
田
市
長
：
市
営
バ
ス
は
今
後
も
本
市
に
必
要
不
可
欠
な
交
通

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
継
続
す
べ
き
事
業
で
す
。
来
年
度
は
物
価
高
騰

が
市
民
生
活
に
与
え
る
影
響
を
考
え
、
臨
時
支
援
金
を
一
般
会
計

補
聴
器
購
入
費
補
助
制
度

　

出
町
議
員
：
長
年
要
望
し
て
き
た
補
聴
器
購
入
の
補
助
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
補
聴
器
購
入
に
つ
な
が
る
よ
う
に
検
診
時
に

聴
力
検
査
を
実
施
し
、
補
聴
器
の
大
切
さ
を
伝
え
て
ほ
し
い
。

　

濱
田
市
長
：
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
人
と
の
交
流
を
持

ち
な
が
ら
、
活
動
的
な
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

子
ど
も
が
健
や
か
に

　
　
　育
つ
こ
と
に
つ
い
て

障
害
者
の
暮
ら
し
の
場
の
保
障

団
ニ
ュ
ー
ス

団
ニ
ュ
ー
スか

ら
助
成
し
ま
す
。
な
お
、公
営
企
業
で
あ
っ

て
も
国
の
責
務
と
し
て
財
政
措
置
を
拡
充
す

べ
き
と
考
え
て
お
り
、
国
に
対
し
て
も
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

　

出
町
議
員
：
２
０
２
４
年
度
の
施
設
入
所
待
機
者
は
79
人
で
、

重
度
者
が
81
％
で
す
。
障
害
者
本
人
が
生
活
す
る
場
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
る
支
援
が
必
要
で
す
。
次
期
計
画
で
は
施
設
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
増
や
し
、
行
政
の
支
援
体
制
の
確
保
が
必
要
で
す
。

　

濱
田
市
長
：
障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
に
つ
い
て
、次
期
「
障
害
福
祉
計
画
及
び
障
害
児
福
祉
計
画
」

に
定
め
て
い
き
ま
す
。
障
害
者
本
人
の
自
己
決
定
の
尊
重
と
意
思

決
定
の
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
施
設
・
整
備
な
ど
支
援
体

制
に
取
り
組
み
ま
す
。



日本共産党高槻市会議員団　団ニュース （2）
　

出
町
議
員
：
高
市
首
相
は
、
憲
法
を
変
え
る
た
め
に
力
強
く
取

り
組
む
と
し
ま
し
た
。
吉
永
小
百
合
さ
ん
は「
核
兵
器
の
廃
絶
と
、

世
界
の
平
和
を
求
め
て
み
ん
な
で
で
き
る
限
り
の
行
動
を
し
よ

う
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
市
の
平
和
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

濱
田
市
長
：
地
球
上
か
ら
核
兵
器
が
廃
絶
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、

「
平
和
展
」
の
開
催
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
き
ま

新
年
度
の
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

新
年
度
の
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

新
年
度
の
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

出
町
議
員
：
施
政
方
針
に
は
「
本
来
営
利
を
追
求
し
て
は
な
ら

な
い
は
ず
の
行
政
運
営
に
『
コ
ス
ト
』
と
い
う
概
念
が
過
度
に
入

れ
ら
れ
」と
あ
り
ま
す
。
公
共
の
役
割
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

濱
田
市
長
：
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
施
策
を
充
実
す
る
こ
と
で
、
市

民
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、

市
民
の
生
命
・
財
産
・
平
穏
な
生
活
を
守
る
と
い
う
市
の
責
任
を

果
た
し
、
心
の
こ
も
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

―
対
象
世
帯
と
申
請
先
―　
　
　

４
月
受
付
開
始

①
要
介
護
２
以
上
の
者
―
長
寿
介
護
課

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
保
持
者
―
障
害
福
祉
課

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
所
持
者　

障
害
福
祉
課

④
療
育
手
帳
Ａ
所
持
者
―
障
害
福
祉
課

⑤
妊
産
婦
―
子
ど
も
保
健
課

⑥
重
度
の
傷
病
者
―
清
掃
業
務
課

〈
聴
覚
障
害
者
の
市
へ
の
問
い
合
わ
せ
に
手
話
通
訳
を
介

し
た
サ
ー
ビ
ス
〉

〈
２
歳
児
の
保
育
料
無
料
化
〉

〈
幼
児
２
人
同
乗
自
転
車
、
幼
児
用
座
席
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
補
助
〉
限
度
額　

３
万
円

〈
小
学
生
の
市
営
バ
ス
無
料
化
の
検
討
〉

〈
保
育
士
等
へ
の
奨
学
金
返
済
補
助
、
３
年
を
10
年
以
内

に
〉
月　

２
万
円

〈
小
寺
池
、
服
部
、
芝
生
図
書
館
に
自
習
室
を
設
置
〉

〈
書
か
な
い
窓
口
シ
ス
テ
ム
導
入
〉

記
載
台
を
な
く
し
、
職
員
と
の
対
話
に
よ
る
申

請
。
市
民
は
名
前
の
み
記
載

〈
新
規
就
農
者
支
援
〉
農
機
具
の
購
入

へ
の
支
援
拡
充

公
共
の
役
割
に
つ
い
て

平
和
へ
の
思
い
に
つ
い
て

中
東
地
域
の
早
期
事
態
収
拾
を

求
め
る
決
議

中
東
地
域
の
早
期
事
態
収
拾
を

求
め
る
決
議

３月
議会

〈
水
道
料
基
本
料
金
６
か
月
の
無
償
化
〉

〈
第
８
弾
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
―
９
月
か
ら
利
用
開
始

１
世
帯
あ
た
り
２
万
円
の
商
品
券
（
券
購
入
費
８
，
０
０
０
円
）〉

〈
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
補
助
制
度
〉
８
月
受
付
開
始

〈
若
年
が
ん
患
者
へ
の
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
助
成
〉

〇
65
歳
以
上
の
市
民

　

社
会
福
祉
法
人
や
学
童
保
育
室
、
一
時
預
か
り
事
業
、
認
定
こ

ど
も
園
な
ど
２
８
７
か
所
に
支
援
金
の
交
付
―
学
童
保
育
室
：
一
室

当
た
り
、
５
万
円
。
そ
れ
以
外
：
一
か
所
当
た
り
２
５
，
０
０
０
円

〈
高
齢
者
等
ご
み
出
し
支
援
制
度
〉

〇
中
度
の
難
聴
（
聴
覚
障
害
該
当
を
除
く
）
で
医
師
か
ら
使
用
を

認
め
ら
れ
た
者

〇
助
成
額
上
限　

３
０
，０
０
０
円（
１/

２
補
助
）（
１
人
１
回
限
り
）

〈
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
〉

新
し
い
取
組
み

補
正
予
算
か
ら

し
た
。
今
後
も
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
次
世
代

へ
語
り
継
ぎ
、
平
和
な
社
会
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
と
ア
メ
リ
カ
が
イ
ラ
ン
に
対
す
る
軍
事
行
動
を
開

始
し
た
。
学
校
や
病
院
を
含
む
民
間
施
設
へ
の
被
害
や
、
幼
い
子

ど
も
た
ち
を
含
む
多
く
の
市
民
の
死
傷
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
周
辺
の
安
定
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
市

民
生
活
や
経
済
活
動
に
深
刻
な
影
響
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

日
本
政
府
が
、
国
際
法
を
遵
守
し
、
武
力
行
使
で
は
な
く
対
話

を
中
心
と
し
た
外
交
努
力
に
よ
る
早
期
の
事
態
収
拾
に
取
り
組

み
、
平
和
的
解
決
に
向
け
て
、
国
際
社
会
が
一
致
協
力
す
る
こ
と

を
強
く
訴
え
る
も
の
で
あ
る
。
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